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収量向上を目的としたタマネギ直播栽培法の検討：
異なる基肥施肥法が直播タマネギ根系の発育に及ぼす影響
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　近年、十勝地方のタマネギの作付面積は増大傾向にある。十勝地方のよう
な新規産地がタマネギを導入するにあたり、育苗の資材や施設を必要としな
い直播栽培は、初期投資を大幅に削減できることから合理的かつ有効な栽培
方法といえる。十勝地方は火山性土壌が広がるが、火山性土壌では施肥した
リン酸が速やかに非結晶体のアルミニウムに固定されてしまうことからリン
酸の吸収が農業上の制約になる。そのため、火山性土壌においてもリン酸の
肥料効率を高めることを期待できる局所施肥技術の開発が進められている。
　十勝地方での効果的なリン酸施用のためには、作物の根の位置と施肥位置
を一致させ、根と肥料が接触する確率を高めることが重要である。臼木ら
（2016）は黒ボク土圃場におけて種子直下 2～ 4 cmに過リン酸石灰を施用
することでタマネギ生育が促進され、球肥大が助長され収量が向上すること
を報告した。またその後、リン酸直下施肥と第 2葉期までの窒素・カリウム
の施用の組み合わせが肥大初期の窒素やリン酸吸収を促進し、鱗茎重の増大
に寄与することも報告された（臼木ら 2018）。
　以上のことから、窒素とリン酸を一緒に局所施肥することで、リン酸のみ
を局所施肥した時よりも直播タマネギの生育はより促進されるのではないか
と考えた。本研究では、基肥の一部の窒素・リン酸の局所施肥が直播タマネ
ギの生育・収量に及ぼす影響を、根系発達にも着目しながら評価しようとし
た。今回のセミナーでは北海道農業研究センターとの共同研究成果について
紹介する。

現地フィールド試験（北農研羊ヶ丘拠点）：
2019年 6月（左）、
2019年 8月の層別根系サンプリング（右）


